
 

 

                                   2022 年 8 月 8 日 

【報道関係各位】                      株式会社ベネッセホールディングス 

広報部 

＜進研ゼミ小学講座「小学生の夏休み川柳 2022」優秀作品発表＞ 

「推し優勝 眺めるだけで 熱中症」 
「オンライン おならしたいな ミュートしよ」 

「絵日記の ネタが切れるの 第６波」 
～「祭り」「旅行」など夏の風物詩が復活、小学生の創造力が結集した作品 8,794 句～ 

株式会社ベネッセコーポレーション（本社：岡山市、代表取締役社長：小林 仁）の提供する、小学生

の学習・生活を支援する通信教育講座「進研ゼミ小学講座」は、「夏休み」をテーマにした川柳を全国の

小学生の会員（小学３～６年生）から募集しました。募集期間は 2022 年 7 月 13 日から 24 日までの

間で、「楽しみ」「切ない」「クスりと笑える」の 3 部門合計で 8,794 句が集まりました。編集室と小学

生 4,796 人の投票で選ばれた優秀作品と、作品から見えてくる小学生の「コロナ禍３度目の夏休み」に

ついて発表いたします。 

「小学生の夏休み川柳 2022」大賞・優秀賞 －編集室選― 

【大賞】【優秀賞：楽しみな夏休み部門】       【優秀賞：切ない夏休み部門】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【優秀賞：クスりと笑える夏休み部門】        【特別賞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「小学生の夏休み川柳 2022」優秀賞 －小学生選― 

【楽しみな夏休み部門】     【切ない夏休み部門】      【クスりと笑える夏休み部門】 

 

 

 

 



 

 

応募作品 8,794 句から見える「コロナ禍３度目の夏休み」夏の風物詩が復活！ 

 
「小学生の夏休み川柳」の実施は今年で３回目を迎えました。初年度の 2020 年は応募作品の約

20％に「コロナ」という言葉が使われていたのに対し、昨年は 8.4％、今年は約 5.5％と減少傾向にあ

ります。 

今年の特徴は、ニューノーマルな生活の中で「夏の風物詩」を描写する作品が増えたことです。「祭

り」という言葉が使用されている作品は、昨年は全体の 1.8％だったのに対し、今年は３.2％に増加し

ていました。具体的な情景を想像させる作品も目立つことから、各地で復活する夏祭りを子どもたちが

楽しむ様子が見えます。「旅行」も昨年は 2.2％だったのに対し、今年は 3.7％に増加し、久しぶりに旅

行に行くのを楽しみにする声が多く見られました。 

テーマとして最も多かったのは「宿題」で、昨年の 18.8％から 29.3％に増加し、全体で 2580 件に

のぼりました。夏休みの子どもたちの例年の気がかりとして、宿題の多さを嘆いたり、がんばりたくて

もつい後回しにしてしまったりする切実な想いが伝わってきます。 

「自分なりに好きなことを見つけて楽しむ」情景を表す作品も多く見られました。好きな人・好きな

ことに没頭する「推し活」に励む様子を表現する作品も目立ち、久しぶりにイベントやライブが開かれ

ることを心待ちにする声が寄せられていました。昨年頻出だった「ゲーム」の割合は半減（昨年：

3.1％、今年：1.5％）しており、外出する機会が増えている様子もうかがえます。 

「マスク」着用や「オンライン」授業やゲームといったニューノーマルな日常をユーモラスに切り取

っていたり、夏休みの情景を「コロナ禍」ならではの語彙を使用して表現していたりと、コロナ禍３度

目の夏、子どもたちが明るくたくましく過ごす様子が伝わってきます。 

 

■ニューノーマルな日常をユーモラスに切り取る作品 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
習いごと   ほとんどリモート  下パジャマ （三重県 小６ ） 

マスクつけ  遊びに行ったら  マスクやけ  （福岡県 小４ ） 

 
■定番の「宿題」について、コロナ禍ならではの語彙を使って表現している作品 

 

 
 
 
 
 
 



 

 

夏休み 宿題だけは ディスタンス            （静岡県 小６ ） 

  コロナにはワクチン  休みはちょうラクチン    （宮城県 小５ ） 

帰省もね 規制なんだ ガチぴえん(ToT)    （千葉県 小５ ） 

 
 
■久しぶりの夏のイベントを味わう様子を表している作品 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
■「推し活」に励んだり、好きなことをしたりする情景を表す作品 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

「小学生の夏休み川柳 2022」優秀賞 －小学生選― 選出理由 

小学生 4.796 人の投票で決まった優秀作品について、選出理由の声からは小学生のリアルな心情が垣

間見られます。以下にその一部を紹介します。 

 

【楽しみな夏休み部門】           

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

・タブレットで宿題をしたら、答えを、調べたりできて、とっても

べんり。 

・私の小学校もタブレットの宿題で同じだから。 

・自由研究をタブレットでまとめていいよって言われてマジ神 

 

 

 

 

推し様が 夏のライブで 輝くよ （埼玉県 小６ ） 

 

パラダイス 夏は推し活 尊すぎ （神奈川県 小６ ） 

 
 
 
 

夏祭り ３年ぶりで ニコニコだ     （奈良県 小６ ） 

 
お祭りが なくてゆかたが あーちっちゃい（大阪府 小５ ） 

 
飛行機で 今年は見るよ あの景色 （神奈川県 小３） 

 
 
 



 

 

【切ない夏休み部門】   

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
【クスりと笑える夏休み部門】  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「進研ゼミ小学講座」は、川柳作品からも見えてくる、コロナ禍の中でも日々を前向きに過ごす小学

生の生活や気持ちに寄り添い、一人ひとりの目標や学びの環境、モチベーションに合った教材サービス

を提供することで、学習習慣の定着と確かな学力向上を実現してまいります。 

 
 
 
■参考情報：おうち学習の習慣や生活リズム作りを支援する「進研ゼミ 小学講座」
https://sho.benesse.co.jp/ 

 

全国の小学生の５人に１人が受講する「進研ゼミ小学講座」は、小学１年生から小学６年生まで継続してご利用いただ

ける家庭学習サービスです。お子様の学校の教科書や授業の進度、お一人おひとりの理解度や目標に合わせて楽しく学べ

るため、自分から学習する習慣が身につき、しっかり学力を伸ばせます。 

8 月号では、夏休み中のお子さまの生活リズム・学習習慣づくりを支援するため、毎日机に向かいたくなるやる気アッ

プイベントや、「オンラインライブ授業」を提供。また、お子様のいまのレベルに合わせて英語４技能をバランスよく伸

ばせるデジタル学習教材やプログラミング学習教材、読書感想文にも役立つ電子図書館まなびライブラリーなど、多様な

学びと体験のサービスが受講費内で利用できるため、充実した夏休みを過ごすことができます。 

【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社ベネッセホールディングス 広報部 担当：萩澤、宮本、濱野、齋藤 

TEL: 042-357-3658 / FAX: 042-389-1757 

・たしかに、ずっとそうめん食べてるから(笑) 

・私も、ずっとそうめんがでて、もういいよーって思ったことがあ

るのでとても共感したから。それに、関西弁のツッコミがあって

面白いと思ったから。 

・「そうめん」と「ええねん」で韻を踏んでるのが良いと思った

し、リズム感がいいから。 

・夏休みが終わっちゃう切なさが分かる！ 

・夏休みがもう終わると思ったり､やべっ！宿題残ってる！と 

思ったりするとめくりたくないな～と思うよね～！ 

・終わりはさみしいから同感しました。めくったらそこは学校。 

 

 

https://sho.benesse.co.jp/

